
• 航空機用部材や医療機器・デバイスなど現行のチタン合金（α，α+β，β合金）が使用されている分野への適用
• 本成果は 未来社会創造事業および戦略的イノベーションプログラム （統合型材料開発システムによるマテリアル革命）に展開

想定する分野・用途

• 力学特性に関する目標値－常温での引張強さσ≧ 以上，破断伸びε≧ （ 系合金にて達成）
• 積層造形法（ ）においても上記特性を目指す（現在， 系にて σ=1050 MPa, ε=18~20%）

最終目標

• 固相焼結材のみならず，射出成型 材や積層造形材，さらには溶解鋳造材での本原理の検証を実施
• チタン材の高機能化や低コスト化などに関する課題に対する取組み（共同研究）と情報共有

産業界への期待・要望

固溶原子と相変態を利用したマルチスケールでのヘテロ構造化による
チタン焼結材の高強度・高延性同時発現機構の解明と高次機能化
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研究・成果概要

「革新的構造用金属材料創製を目指したヘテロ構造制御に基づく新指導原理の構築」

● 実験解析および理論計算による 中の酸化物・窒化物の熱分解とα 結晶内への 原子の固溶機構の解明

● 酸素・窒素固溶チタン材の力学特性－固溶強化 モデルの適用とヘテロ組織構造形成による延性向上


